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令和８年５～６月に実施した管内酪農家30戸(33検体)のバルク乳検査（酪農生産性向上対策事

業）の集計結果をお知らせします。 

令和７年前期と比較して、B,C,D判定農家の割合が耐熱性菌、黄色ブドウ球菌、大腸菌群で減

少しました。しかし、生菌数、環境性ブドウ球菌、環境性レンサ球菌が増加しました。 

無乳性レンサ球菌、BVDウイルス、マイコプラズマは全検体で検出されませんでした。 

採材等にご協力いただきありがとうございました。 

後期バルク乳検査もご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

項目  ＼  年度 R8 R7 

生菌数 30 12 

耐熱性菌 18 32 

黄色ブドウ球菌 27 29 

環境性ブドウ球菌 85 76 

環境性レンサ球菌 52 26 

大腸菌群 39 41 

かほだより 
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R７年前期との比較（単位：％）※ 各細菌数の判定別農家の割合 

※BCD判定農家の割合 

引き続き、飼養衛生管理基準の遵守をお願いします。 

 
 

乳房炎を防ぐ基本的な搾乳手順(ポイント) 
～衛生的な搾乳は正しい搾乳作業から～ 

搾乳の原則:搾乳前の乳頭を清潔にする。乳牛の泌乳生理を理解した上で、適

切に搾乳する。 
①前搾り 乳頭をしっかり握って 4 回以上行い、搾乳刺激を与えることでオキシトシンの

分泌を促す。 

②清拭(乳頭をきれいに拭くこと、乾燥させること) 

殺菌剤に浸したタオルで乳頭側面をひねりを入れて 3 回拭く。乳頭口を親指でぐりぐりと

3 回拭く。最後にペーパータオルで乳頭を拭いて乾燥させる。１頭１布。 

③搾乳ユニット装着→前搾りから 1 分～1 分半程度で装着(搾乳刺激を受けてから 1 分後

にオキシトシン濃度がピークに達するため) 

④搾乳ユニット離脱 4 本同時に行う。 

⑤ディッピング 乳頭全体に。乳頭皮膚や乳頭管に付着した細菌を殺菌することが目的。 


